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問１ 通信ネットワークに関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

， 。ＣＳＭＡ／ＣＤ方式のＬＡＮに端末が接続され 相互にファイルの転送が行われている

このＬＡＮの物理伝送速度は１０Ｍビット／秒である。端末内では，図１のようなプログ

ラム構成になっている。プログラムＡはファイル転送を管理する機能を，プログラムＢは

5 ＬＡＮの通信を制御する機能をもっている。

プログラムＡ間の通信プロトコルは図２のとおりである（異常時の手順は除く 。）

10

プログラムＢの機能は次のとおりである（異常時の手順は除く 。）

〔データ送信側〕

上位プログラムから転送依頼されたデータを１００バイト単位に分割し，２８バイトの

15 制御情報を付加して，１２８バイトでＬＡＮ上に送信する。依頼されたデータをすべて送

信終了するまで，これを繰り返す。データサイズが１００バイトの倍数でない場合には，
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パディングデータを挿入する。

〔データ受信側〕

， ，ＬＡＮから受信したデータに関して 送信側プログラムＢが付加した制御情報を除去し

5 送信側プログラムＢによる分割前の状態に組み立てた後，上位プログラムヘ渡す。

プログラムＢ間のデータ送受信のように，相手側の受信状態をチェックせず，受設問１

信通知などを受けない通信方式を何と呼ぶか，１５字以内で答えよ。

このＬＡＮに接続された端末相互間で，２０００バイトのファイルの転送が１秒設問２

10 当たり５０回行われる場合の，ＬＡＮの利用率は何％か。答えは小数第１位を四捨五入し

て整数で求めよ。ただし，転送異常などは起きないものとする。

ＬＡＮの負荷を下げるためにプログラムＢ間の通信プロトコルを変更し，上位プ設間３

ログラムから依頼されるデータが３００バイト以下ならば，そのままの可変長のサイズで

１回で送信できるようにした。ただし，付加する制御情報は２８バイトから４０バイトに

15 増加した。この場合，設問２と同じ条件でファイル転送を行うときの，ＬＡＮの利用率は

何％か。答えは小数第１位を四捨五入して整数で求めよ。
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問２ 文字列の圧縮に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

クライアントサーバシステムで出力データをサーバ側からクライアント側へ送信する

際，伝送効率を向上させるために，同じ文字が続く文字列を圧縮して送信することが行わ

れる。

5 そこで “＊”以外の文字からなる文字列の中で，同じ文字が四文字以上連続する部分，

を図１のように圧縮する方式を検討する。

同じ文字が連続している部分を圧縮した後の表現形式は，次のようにする。

10 圧縮文字 圧縮表現文字“＊” 連続回数ｎ

圧縮表現文字には，データと区別するためにデータとして使用されない文字を使う。こ

こでは “＊”を圧縮表現文字とする。，

同じ文字の連続が３文字までならば圧縮を行わず，４文字以上のときに限って圧縮を行

う。例えば，図１の場合，圧縮前の文字列“ｃｃｃ”は，圧縮後もそのまま“ｃｃｃ”で

15 表現し，圧縮前の文字列“ｄｄｄｄ”は，圧縮後の文字列“ｄ＊４”で表現する。

なお，同じ文字が１６文字以上連続することはないものとする。

文字列圧縮の処理の流れ図を図２に示す ［ ａ ］～［ ｃ ］に入れる適切設問１ 。

な字句を答えよ。

20 ， ，設問２ 図１に示した例の場合には １５バイトの文字列を１２バイトで表現できるので

圧縮率はＭ／Ｌ＝（１２／１５）×１００＝８０％となる。いま，同じ文字がｎ個（１≦

ｎ≦１５）続く確率を表のとおり仮定した場合の圧縮率は何％か。答えは小数第１位を四

捨五入して整数で求めよ。

25 ｎ 確率

1 0.6
2 0.03
3 0.03
4 0.03

30 5 0.03
6 0.03
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7 0.03
8 0.03
9 0.03

10 0.03
5 11 0.03

12 0.025
13 0.025
14 0.025
15 0.025

10 【表 同じ文字がｎ個続く確率】

圧縮した文字列を元の文字列に復元するための処理の流れ図を図３に示す ［設問３ 。

ｄ ］に入れる適切な字句を答えよ。
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問３ 関係データベースに関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。

販売業を営むＡ君は，販売状況を注文伝票，顧客台帳，商品台帳に記入している。これ

らの書式を図１～３に示す。Ａ君は，これらの情報を，少なくとも次のア～エの条件を満

たすように，関係データベースで管理しようとしている。

5 〔条件〕

商品台帳の単価は，変更があるたびに書き直す。ア

注文伝票に記入している単価は，注文を受けた時点のものであり，注文を受けた後にイ

変更があっても書き直さない。

注文伝票１枚に書ききれない場合は，複数の注文伝票に記入するが，伝票番号は同じウ

10 ものを使用し，合計注文金額は最後の１枚にだけ書く。

注文番号は，１から始まる連番で，同じ伝票番号の注文伝票の中では重複しない。エ

テーブル構成を決めるに当たって，Ａ君は図４のようなデータモデルを作成した。

1K1-12A.jtd

第１種午後 平成１２年春



- 8 -

しかし，これでは関係データベースへの実装に適さないので，Ａ君はデータモデルを修

正し，修正後のデータモデルを基にテーブル構成を次のように決定した。

5 なお，下線の付いた項目は，主キーを構成する項目である（注文明細テーブルの主キー

は示していない 。）

顧客テーブル（顧客番号，顧客名，住所，電話番号）

商品テーブル（商品番号，商品名，単価）

10

注文テーブル（伝票番号，顧客番号，受注日）

注文明細テーブル（伝票番号，注文番号，商品番号，数量）

15 修正後のデータモデルを図４の凡例にならって示せ。設問１

このテーブル構成では，条件ア～エのうちで実現できないものがある。設問２

（１）実現できない条件はア～エのどれか。

（ ） ， 。２ あるテーブルに項目を追加することによって 条件ア～エが実現できるようになる

追加すべき項目名と追加先のテーブル名を答えよ。

20 注文明細テーブルの主キーを構成する項目をすべて答えよ。設問３
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問４ 要求分析に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

Ｂ社では，次の要求を満たす切符自動発券機のソフトウェアを開発することになった。

〔切符自動発券機に対する要求〕

・次の三つのステップで切符が買えるようにする。

5 ステップ１：行き先を選択する。

ステップ２：お金を投入する。

ステップ３：切符を得る。

・行き先の運賃以上のお金が投入されたならば，直ちに発券する。

・お釣りがあるときは，発券と同時に返す。

10 ・キャンセルがあったときは，それまでに投入されたお金をすべて返し，新たな行き

先の選択を可能にする。

・発券までは，キャンセルを受け付ける。

・行き先が選択されたときにだけ，お金を受け付ける。

顧客からの要求を分析するために，構造化分析手法を活用して，要求モデルを作成する

15 ことにした。

切符自動発券機システムは，タイミングや同期が重要なリアルタイムシステムで設問１

あることから，構造化分析手法で使われるデータフロー図に，各プロセスをコントロール

する部分を付け加えた変換図（図１）を作成した。

20 ここで，実線で示されている部分がデータフロー図で，点線で示されている部分が付け

加えた部分である。この部分をコントロールフロー図と呼ぶ。変換図のデータフロー図部

分は，未完成である。

「 」 ， ，入金を確認する プロセスへの入力フロー 同プロセスからの出力フローを付け加え

図を完成させよ。各フローにはデータ名も付けよ。データ名は 〔切符自動発券機に対す，

25 る要求〕で使われている用語や図１で使われている用語を用いること。
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図１の中のコントロールフロー図は，イベントの流れを示している。図１の発券設問２

コントロールの内部状態の変化を状態遷移図で書くと，図２のようになる。＜２重の枠＞

5 で囲まれている部分が状態を示し，矢印で示された線が状態の遷移を示している。状態遷

移を示す線の横には，状態遷移を引き起こすイベントとイベントによって引き起こされる

アクションが，イベント／［アクション］の様式で記述されている。

図２中の［ ａ ］～［ ｃ ］に入れる適切な字句を，図１で用いられているイベン

ト名を使って答えよ。

10
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図２の各アクションに対応して，図１のどのプロセスを起動／停止させるかを示設問３

すプロセス起動表を作成することにした。１は起動，０は停止を示す。起動（１）のプロ

5 セスは，プロセスへの入力データから出力データを生成する。停止（０）のプロセスは，

出力データを生成しない。図３のプロセス起動表中の［ ｄ ［ ｅ ］に図になら］，

って１又は０を記入し，起動表を完成させよ。この表にないプロセスはイベントに関係な

く実行されるものとする。

10
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問５ 通信網の構成と信頼性に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

Ｚ社では，支社Ｘと支社Ｙとを結ぶ通信網の構成として，図１の４通りの案を検討して

いる。通信網内に存在する機器が故障する確率Ｐであり，故障によってその部分の通信は

遮断される。支社Ｘと支社Ｙとを結ぶ，いずれかの通信経路上の機器がすべて正常に動作

5 しているならば，支社間の通信は可能である。

案Ａの場合，支社間の通信が遮断される確率を表す式をＰを用いて答えよ。設問１

案Ｂの場合，Ｐの値がどの程度のときに支社間の通信が遮断される確率が０．０設問２

10 ０１となるか。最も近いものを解答群の中から選べ。

解答群

ア ０．００６６

イ ０．０１

ウ ０．０１４

15 エ ０．０２２

オ ０．０３

案Ａ～Ｄについて，Ｐの大きさと，支社間の通信が遮断される確率の大きさとの設問３

関係をグラフで表すと図２のようになる。グラフ中の①～④は，それぞれどの案に対応す

るか答えよ。

20
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問６ 作業費用管理に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。

図１に示すモジュール構造のプログラムをトップダウンでテストする。表は，各モジュ

ール（Ａ～Ｈ）及び全モジュール総合のテストにおける，当初計画の所要日数，最短所要

日数（費用をかけてもこれ以上，短縮できない日数）及び一日短くするのに要する追加費

5 用を表す。

テスト内容 当初計画の所要日数 最短所要日数 追加費用（万円／日）

Ａのテスト ２ １ ５

10 Ｂのテスト ５ ３ １０

Ｃのテスト ７ ５ ２５

Ｄのテスト ４ ３ ２０

Ｅのテスト ４ ２ ２０

Ｆのテスト ３ ２ １５

15 Ｇのテスト ５ ４ ２５

Ｈのテスト ４ ２ ２０

総合テスト ５ ５

【表 各テストの当初計画の所要日数，最短所要日数，追加費用】

20

図２は表の各テスト工程を表現したＰＥＲＴ図の一部である。ＰＥＲＴ図を完成設問１

させよ。

なお，ダミーは点線で記述せよ。
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当初計画に基づくテスト完了までの所要日数を求めよ。設問２

各テストの所要日数の短縮を考慮すると，テスト完了までの日数とそれに要する設問３

5 追加費用の関係は，図３のグラフのようになる ［ ａ ］～［ ｄ ］に入れる適切な。

数値を答えよ。ここで，期間短縮については追加費用が最小となるようなテスト内容を選

択したものとする。

なお，イ～ハ及び［ ｄ ］はそれぞれ次の日数を表す。

・イは当初計画の所要日数

10 ・ロは当初計画の所要日数から１日短縮した日数

・ハは当初計画の所要日数から２日短縮した日数

・ ｄ ］は最短日数［

15 テストを開始してから７日目にＦのテストが２日遅れて終了した。Ｂのテストが設問４

予定どおり進行しているとき，テストを最小の費用で当初の計画どおりの日数で終了させ

るには，どのテストを何日間短縮すべきか答えよ。また，そのときの追加費用は何万円か

求めよ。
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問７ イントラネットシステムのコンピュータウイルス対策に関する次の記述を読んで，

設問１，２に答えよ。

ソフトウェア開発会社であるＣ社の各部門では，部門ごとに部門内のパソコンをすべて

ＬＡＮで接続している。各々のＬＡＮは，全社的にネットワーク接続され，イントラネッ

5 。 ， 。トを形成している Ｃ社のイントラネットには ファイアウォールが一つ設置されている

Ｃ社のイントラネットは，このファイアウォールを経由してインターネットに接続されて

いる（図 。）

ＬＡＮに接続されているパソコンは，電源を投入するとログオン画面が表示され利用者

ＩＤとパスワードを入力し認証を受けた後に利用可能となる。

10 Ｃ社のメールサーバは，図に示すような３段構成になっている。外側メールサーバは，

社外からのメールを受信し内側メールサーバへ配信する機能と，内側メールサーバから転

送されてきたメールを社外へ向けて発信する機能を有する。内側メールサーバは，外側メ

ールサーバと部門メールサーバからのメールを受信し，社外向け／社内向けに仕分けし，

それぞれのあて先のメールサーバヘ向けて転送する。部門メールサーバには，利用者のメ

15 ール受信箱がある。利用者がメールの発信を依頼する際は，この部門メールサーバを使用

する。部門メールサーバは利用者から発信を依頼されたメールをすべて内側メールサーバ

ヘ転送する。

Ｃ社では，メモリに常駐し，かつ，パターンファイル自動更新機能をもつクライアント

20 サーバ型のワクチンソフトを活用している。このワクチンソフトは，各パソコンにインス

トールされて，ウイルスチェックを行うクライアント側機能と，パターンファイル配布用

サーバにインストールされて，各クライアントからの要求によって，パ

ターンファイルを配布するサーバ側機能で構成されている。

クライアント側のワクチンソフトは，利用者がファイルにアクセス（新規作成，参照，

25 更新，複写，移動，削除）しようとすると，ファイルシステム（データ管理システム）が

動作する直前にシステムに介入し，ウイルスチェックを行う。
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， ，当ワクチンソフトのパターンファイル自動更新機能を有効にすると ワクチンソフトは

毎日１回，指定した時刻に，パターンファイル配布用サーバにアクセスするようになる。

そして，クライアント上にインストールされているパターンファイルより新しいパターン

ファイルがサーバ上にあった場合，ワクチンソフトは，新しいパターンファイルを自動的

5 にクライアントへダウンロードし，パターンファイルを更新する。

ある日，Ｃ社の重要顧客であるＤ社から 「先日受領したＭＯ媒体中に，コンピュータ，

ウイルスが見つかった 」との苦情が入った。調査したところ，次の実態が判明した。。

〔調査結果〕

顧客へは，システムをＭＯ媒体に格納して納品した。1.
10 ＭＯ媒体のウイルスチェックは，顧客へ納品するシステムの開発を担当したＦ君が2.

実施した。Ｆ君は，自分のパソコンを使用してウイルスチェックを行い，問題が無い

ことを確認後に納品していた。

Ｆ君が使用しているパソコンを調査した結果，ワクチンソフトは動作していた。し3.
かし，Ｆ君が使用しているパソコン上のパターンファイルは最新状態に維持されてい

15 なかった。

パターンファイル配布用サーバのログを解析した結果，サーバ上のダウンロード用4.
パターンファイルは，少なくとも過去半年間は，常に最新状態に維持されていたこと

。 ， 。が確認できた しかし Ｆ君のパソコンからアクセスされた形跡はログ上に無かった

20 今回のウィルス騒ぎを重視したネットワーク管理部門では，システム開発担当者設問１

向け，部門内ＬＡＮの管理者向け，全社ネットワーク管理者向けのセキュリティ対策の指

針を次のように定めた。文中の［ ａ ］～［ ｅ ］に入れる適切な字句を答えよ。

〔セキュリティ対策の指針〕

・システム開発担当者は，自分が使用するパソコンに［ ａ ］をインストールし，

25 更に［ ｂ ］を用いて ［ ｃ ］が最新状態に維持されるように努める。，

・部門内ＬＡＮの管理者は，定期的に自部門内を巡回し，システム開発担当者が，自

分が使用するパソコン上で ［ ａ ］の［ ｂ ］を有効にしていることをチェッ，

クし，問題があれば指導する。

・全社ネットワーク管理者は［ ｄ ］の［ ｅ ］を定期的にチェックし ［ ｄ，

30 ］にアクセスしていないシステム開発担当者の一覧を，部門内ＬＡＮ管理者に連絡

するとともに，セキュリティ意識向上のための啓もう活動を行う。

最近は，電子メールにファイルを添付して，顧客へ送付したり，外注業者から受設問２

領したりする電子メールの運用が増えてきた。Ｃ社では，メールサーバに常駐し，メール

35 サーバが受信した電子メールに添付されたファイルをスキャンすることによってウイルス

チェックを行う機能を有するワクチンソフトを導入することにした。

（１）ワクチンソフトは，図中の，どのメールサーバで動作させるのが最も効果的か。メ

ールサーバ名を答えよ。

（２）その理由を外部からのクラッカー対策の面と，メールサーバの機能面から，それぞ

40 れ２５字以内で述べよ。
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問８ リアルタイムカーネルを用いたシステムに関する次の記述を読んで，設問１，２に

答えよ。

〔リアルタイムカーネルの仕様〕

リアルタイムカーネルの管理下で動作するタスクには，実行状態，実行可能状態，待ち

5 状態の三つの状態があり，待ち状態から実行可能状態に変化したときにプリエンプティブ

な優先度順スケジューリングが行われる。各タスクは１ビットのイベントフラグをもち，

タスクが待ち状態になるのはシステムコールの をコールしたときだけとする。表wai_flg
１にシステムコールとその機能を示す。

10 名称 機能

イベントフラグをクリアし、自タスクを待ち状態にする。wai_flg
指定したタスクのイベントフラグがセットされていなければ、set_flg
イベントフラグをセットし、指定したタスクを実行可能状態にする。

指定したタスクのイベントフラグがセットされていなければ、何もしない。

15

【表１ システムコールとその機能】

〔システムの説明〕

本システムは，タスク１～３と要因Ａ～Ｃの外部割込みとで構成されており，次の処理

を行うものとする。

20 （１）各タスクは をコールする。wai_flg
（２）外部割込み発生によって割込みハンドラが起動され，この割込みハンドラの中から

をコールする。set_flg
（３）各タスクは（２）によって実行可能状態となり，処理が終了すると（１）に戻る。

各タスクの優先度，処理時間，処理開始要因の一覧を表２に示す。

25

優先度 処理時間（ミリ秒） 処理開始要因

タスク１ 高 ２０ 要因Ａの外部割込み

タスク２ 中 ５０ 要因Ｂの外部割込み

タスク３ 低 ８００ 要因Ｃ（１秒ごとに発生）の外部割込み

30

【表２ タスク仕様の一覧】

次の記述中の［ ａ ］に入れる適切な数値を答えよ。答えは小数第２位を四捨設問１

五入して小数第１位まで求めよ。

35 タスク３が処理を開始後，要因Ｂの外部割込みが発生し，タスク３の処理終了前にタス

ク２の処理が開始された。その直後，要因Ａの外部割込みが発生し，タスク２の処理終了

前にタスク１の処理が開始された。タスク３の処理終了までこれ以外の外部割込みは発生

しなかった。タスク３の処理開始から処理終了までの時間は８７４ミリ秒であった。外部

割込み要因に対する割込みハンドラの処理時間がすべて等しいとすると，割込みハンドラ

40 の処理時間は［ ａ ］ミリ秒である。ここで，タスク切替えに要するリアルタイムカー
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ネルの処理時間を０．５ミリ秒とする。

次の記述中の［ ｂ ］～［ ｆ ］に入れる適切な字句を，それぞれ１０字以設問２

内で答えよ。

5 １回目の要因Ｂの外部割込みが発生して，タスク２の処理が開始された。その後，タス

ク２が［ ｂ ］をコールする前に２回目の要因Ｂの外部割込みが発生した場合，２回目

の外部割込みでは，イベントフラグがセットされた状態で をコールすることになset_flg
る。その結果，要因Ｂの外部割込みが２回発生しても，タスク２の処理は１回しか実行さ

れないという問題が発生した。この間題を解決するため，表１のシステムコールとその機

10 能を次のように変更した。

（１）各タスクは，１ワードのイベントカウント値をもつ。初期値は［ ｃ ］とする。

（２） の機能：自タスクのイベントカウント値を１減算する。結果が［ ｄ ］wai_flg
であれば，待ち状態となる。結果が［ ｅ ］であれば，タスクの状態は変化しない。

（３） の機能：指定したタスクのイベントカウント値を１加算する。結果が１でset_flg
15 あれば，そのタスク状態は［ ｆ ］となる。結果が２以上であれば，そのタスクの状態

は変化しない。

20
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問９ システム開発のフェーズ移行に関する次の記述を読んで，設問１～５に答えよ。

Ｇ社では，社内でのシステム開発を，図１に示す四つのフェーズに分けて実施している

要件定義 → システム設計 → 製造 → システムテスト

5

【図１ Ｇ社でのシステム開発フェ－ズ】

要件定義フェーズでは，成果物として要求仕様書を作成し，それが終了すると，次のシ

ステム設計フェーズへの移行に先立ってレビューを実施する。同様に，システム設計フェ

ーズでは，システム設計書を作成し，レビューを実施する。製造フェーズでは，レビュー

10 に代えて，コードインスペクションと単体テストを行う。

Ｇ社では，システム設計フェーズから製造フェーズへの移行判定基準を図２のように設

定し運用してきた。

計画した回数のレビューを実施し，レビューでの指摘をすべて解決していること。

15 かつ，予想開発規模に見合う量のシステム設計書が作成されていること。

【図２ システム設計フェーズ移行判定基準】

システム開発中に作り込まれる欠陥の実態を把握するために，過去に実施した複数のプ

ロジェクトについて調査し，その結果を表１のとおりにまとめた。これはシステム開発の

20 各フェーズにおいて作り込まれた欠陥が，その後のレビューやテストなどによってそれぞ

れどの程度検出・除去されたかを示している。

なお，表１の“検出された全欠陥数”には，システムテスト終了後に検出されたものも

含まれている。

25 欠陥が作り込まれたフェーズ→ 要求定義 システム設計 製造 計

検出された全欠陥数 １００ １５０ ２００ ４５０

要求仕様書レビューでの欠陥除去 ６０％ － － －

率

残数 ４０ － － ４０

30 システム設計書レビューでの欠陥 ２５％ ６０％ － －

除去率

残数 ３０ ６０ － ９０

コードインスペクション及び単体 ２０％ ４０％ ６５％ －

テストでの

35 欠陥除去率

残数 ２４ ３６％ ７０ １３０

システムテストでの欠陥除去率 ２５％ ２５％ ４０％ －

残数 １８ ２７ ４２ ８７

システムテスト終了までの全除去 ８２ １２３ １５８ ３６３

40 数
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除去率 ８２％ ８２％ ７９％ ８０．７％

【表１ 各フェーズでの欠陥除去率・残存欠陥の分析結果】

表１から，Ｇ社でのこれまでのシステムテスト終了時の欠陥除去率の平均は，８０．７

5 ％と推定された。

Ｇ社では，システムテスト終了時の欠陥除去率を改善するために，フェーズ移行判定基

準を強化することを検討した。システム設計フェーズの新移行判定基準として，次の点を

考慮に入れることにした。

・単にレビューを実施するだけではなく，レビューの内容も評価する。

10 ・前フェーズで解決すべき要件定義の問題の発生状況を評価する。

・作業工数が適切に取られているかどうか評価する。ここで，システム設計フェーズ

での作業工数としては，設計工数，レビュー工数，その他の進捗報告会議参加工数な

どを別々に集計する。

そこで，表２に示す評価指標を図３のように組み合わせたものをシステム設計フェーズ

15 の新移行判定基準として導入することにした。ここで，表２と図３でのＲは“レビュー”

を表す。

図３に示す判定基準の見方は，工数精度を例に説明すると，次のとおりである。

工数精度は，設計工数比率と稼働工数比率とのＡＮＤで結ばれており，表２から次の二

つの条件を満たせば合格（真）となる。

20 ・システム設計フェーズでの設計工数が，システム設計フェーズ全工数に対し，基準

値範囲内にある。

・システム設計フェーズでの全工数が，システム設計フェーズ全予定工数に対し，基

準値以上である。

図３の基準で不合格となったプロジェクトが，システム設計フェーズから製造フェーズ

25 に進むためには，不合格の内容に応じて別途設定する処置を実施する必要がある。
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図２のフェーズ移行判定基準について，表２の用語を用いて図３のように示せ。設問１

表２のＲ指摘率の評価式で用いられている“Ｒ指摘目標件数”は，一般にはシス設問２

5 テムの開発規模だけで一意に決められるわけではない。この値を決める上で，開発規模以

外に考慮すべき代表的な要因を一つ答えよ。
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， ，設問３ システム設計フェーズでの移行判定基準を強化したことによって 表１において

システム設計書レビューで要件定義フェーズでの作込み欠陥の除去率が３０％，システム

設計書レビューでシステム設計フェーズでの作込み欠陥の除去率が８０％になったとす

る。このとき，各欠陥除去率が互いに独立であるとして，システムテスト終了時の欠陥除

5 去率は何％となるか。答えは小数第２位を四捨五入して小数第１位まで求めよ。

表１の分析結果から判断すると，表２の合格判定基準で明らかに実現困難な値と設問４

なっている評価指標が一つある。それはどれか答えよ。

図３でＲ実施率とＲ実施効率はＯＲで結ばれている。したがって，３回予定した設問５

レビューに対し，短時間のレビューを１回だけしか実施しなかったとしても，Ｒ工数に見

10 ， 。 ， ，合う指摘があれば Ｒ実施は合格となる しかし このレビューでＲ指摘率が合格となり

， 。指摘事項をすべて解決したとしても 成果物完成度は合格にはならないようになっている

その理由を４０字以内で述べよ。ただし，システム設計書の枚数はレビュー実施回数に依

存せず一定とする。

15
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問１０ システムの性能見積りに関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

学生の履修状況を管理するシステム（以下，履修状況管理システムという）を開発する

ことになった。履修状況管理システムの業務要件を表１に示す。また，履修状況管理シス

テムが使用する講座の履修に関するＥ－Ｒモデルとテーブル構成を図１に示す。

5

（１）システムの目的

当システムは，学生が選択した履修科目について，

テストの点数や出席状況などの成績に関する情報を管理するシステムである。

（２）使用するデータベース管理システム

10 当システムでは，関係データベース管理システム（以下，ＲＤＢＭＳという）を使用

する。

（３）出力する帳票

履修に関するデータベースを読み “履修科目別受講者名簿”を帳票出力する。，

（４）処理サイクル

15 “ ” ， ，履修科目別受講者名簿 は 学生が提出した履修届を基に毎年４月に新規作成され

学期末（９月と３月）に出席日数や点数，合否が入力され再出力される。

前年度の履修状況に関するデータは，新年度の履修状況の入力に先立ち，履歴データベ

ースへ移される。

（５）アプリケーションの実現方式

20 帳票の編集と印刷処理には，親言語としてＣＯＢＯＬを使用する。

そして，埋込みＳＱＬ文を用いてデータベースアクセスを行う。

また，データベースへのアクセスに際しては，カーソル処理を行う。

（６）その他の業務要件

学生が４月に提出し，学校が一度受理した履修届については，

25 学則によってその内容を学期途中で変更することを一切認めていない。

また，学生の転学部／転学科は，年度の変わり目だけに限られている。

【表１ 履修状況管理システムの業務用件】
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履修状況管理システムの開発に先行して，性能に関する机上見積りを実施することにな

った。ＳＥＬＥＣＴ文の処理効率を，次の仮定に従って分析する。

5 ＳＥＬＥＣＴ文の処理効率は，その文の処理に当たって必要となる行（タプル）単1.
位のアクセス数だけを使って算定する。処理に関わるテーブルの数，ＷＨＥＲＥ句中

の条件の数，集約関数や述語などについては，考慮しなくてもよい。どのテーブルの

行も同等に扱うことができる。また，ＯＲＤＥＲ ＢＹ句による並べ替えの処理効率

についても，考慮しなくてよい。

10 ＳＥＬＥＣＴ文中のＦＲＯＭ句に列挙されたテーブルを，右（末尾）のものから左2.
（先頭）のものに向かって処理する。一番右のテーブルから対象となる行を１行選び

出し，その行に対して，二番日のテーブルから選んだ行を結合する。さらに，三番日

のテーブルがある場合は，そのテーブルから選んだ行を結合する。この処理を，先頭

のテーブルに至るまで繰り返す。これらの処理を，一番右のテーブル中の対象となる

15 行がなくなるまで繰り返す。テーブルからの行の選択は，ＷＨＥＲＥ句の条件に従っ

て行う。

テーブルから行を選択する際の条件がインデックスキーが付与されている項目に関3.
， 。するものだけであれば 該当する行へのアクセスだけで処理を実現することができる

それ以外の項目が関与する場合は，対象テーブル中の全行にアクセスし，各行につい

20 て条件と照合する必要がある。

処理の途中で作成される行は，一時表領域に格納される。一時表領域は十分な大き4.
さを有していて，処理効率の算定に当たっては，ここに格納された行へのアクセスに

ついて考慮する必要はない。

この仮定に従った分析例を二つ示す。

25 例１

単一テーブルだけに関する問合せを記述したＳＥＬＥＣＴ文を考える。

学籍番号SELECT
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学生表FROM
学生名 ＝ ‘ＪＯＨＯ－ＴＡＲＯ’WHERE

ここではＷＨＥＲＥ句の条件がインデックスキーが付与されていない項目に関するもの

となっている。したがって，学生表中の各行が１回ずつアクセスされることになるので，

5 このＳＱＬ文の処理に必要なアクセス数の総計は２０，０００回である。

例２

二つのテーブルを対象とするＳＥＬＥＣＴ文を考える。

学部学科表学部学科名称，学生表学生名SELECT . .
10 学部学科表学生表FROM .

学部学科表学部学科コード ＝ 学生表学部学科コードWHERE . .

ここでは，ＦＲＯＭ句中で一番右に位置する学生表の各行に，学部学科表の対応する行

を結合した結果を一時表領域に格納する。ＷＨＥＲＥ句の条件から，学生表の行一つ一つ

15 に対して，学部学科表中の一つの行が対応することになる。これを学生表のすべての行に

対して繰り返すことになるので，学部学科表へのアクセス数の合計は２０，０００回とな

る。したがって，文の処理に必要な総アクセス数は，これに学生表へのアクセス数を加え

た４０，０００回となる。

20 カーソル宣言文を，プログラムリスト１（図２）のようにコーディングすること設問１

を考えた。テーブルのアクセス順序は，履修科目表，履修届表，学生表，学部学科真の順

になる。この場合のアクセス数は，９００，５００回である。

（１）テーブルアクセス数を最小になるようにしたい。この場合，図２のＦＲＯＭ句（下

線部）を，どのようにコーディングすればよいか。次の［ ａ ］～［ ｄ ］に入れる

25 適切な字句を答えよ。

［ ａ ［ ｂ ［ ｃ ［ ｄ ］FROM ］， ］， ］，

（２）このときのアクセス数は，何回か。

30 DECLARE CURSOR受講者名簿

履修科目表科目コード，履修科目表履修科目名，学生表学籍番号，FOR SELECT . . .
学生表学生名，学部学科表学部学科名称，. .
履修届表点数，履修届表出席日数，履修届表合否. . .
学部学科表，学生表，履修届表，履修科目表FROM

35 学部学科表学部学科コード ＝ 学生表学部学科コードWHERE . .
学生表学籍番号 ＝ 履修届表学籍番号AND . .
履修届表科目コード ＝ 履修科目表科目コードAND . .

履修科目表科目コード，学生表学籍番号ORDER BY . .

40 【図２ プログラムリスト１（カーソル宣言文だけ 】）
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性能を更に良くするためにテーブル構成の見直しを行い プログラムリスト１ 図設問２ ， （

２）のカーソル宣言文を，プログラムリスト２（図３）のようにコーディングすることを

考えた。

（ ） ， 。１ 図３のコーディングを行うためには テーブル構成をどのように修正すればよいか

5 ４０字以内で述べよ。

（ ） ， 。 ，２ テーブル構成を修正すると ＤＢ不整合などの弊害が生じる可能性がある しかし

“履修科目別受講者名簿”作成処理の業務要件上の特性を考慮すると，このような変更を

行っても弊害が生じない。弊害が生じない理由を，４０字以内で述べよ。

10 DECLARE CURSOR受講者名簿

， ， ，FOR SELECT . . .履修科目表科目コード 履修科目表履修科目名 履修届表学籍番号

履修届表学生名，履修届表学部学科名称，. .
履修届表点数，履修届表出席日数，履修届表合否. . .

［ ｅ ］

15 履修届表科目コード ＝ 履修科目表科目コードWHERE . .
履修科目表科目コード，履修届表学籍番号ORDER BY . .

【図３プログラムリスト２（カーソル宣言文だけ 】）

テーブル構成を修正し，プログラムリスト２（図３）のようにコーディングした設問３

20 場合のアクセス数を，最小になるようにしたい。

（１）図３中の［ ｅ ］に入れる適切な字句を答えよ。

（２）このときのアクセス数は，何回か。
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問１１ デッドロックに関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。

マルチプログラミング環境下において，デッドロックが発生する必要条件は，次のとお

りである。ここでのリソースは，再使用可能であるとする。

（１） リソースは，プロセスに排他的に割り当てられる。他のプロセスは，返却される

5 までそのリソースを使用できない。

（２） 少なくとも一つのリソースを保持し，他のプロセスによって保持されているリソ

ースを得ようと待っているプロセスがある。

（３） リソースを強制的に取り上げることはできない。プロセスは，処理を完了したと

きだけリソースを返却する。

10 （４） プロセス１が要求しているリソースをプロセス２が保持しており，プロセス２が

要求しているリソースをプロセス１が保持しているといった循環待ちが存在する。３個以

上のプロセスによる循環待ちもある。

， 。設問１ デッドロックの発生メカニズムは 共同進捗経路によって説明することができる

15 ， ， ， ，プロセスＰ１ Ｐ２があり Ｐ１はリソースＲ１ Ｒ２の順でリソースの使用要求を出し

Ｐ２はＲ２，Ｒ１の順で使用要求を出すものとする。二つのプロセスの実行過程を２次元

の座標空間で表現すると図１のようになる。共同進捗経路とは，二つのプロセスの進み具

合を示したものである。共同進捗経路がいったん踏み込むと，やがて必ずデッドロックが

発生する領域を①～⑨の番号で答えよ。

20

デッドロックは，先に示した四つの必要条件の内の一つ以上の条件を不成立にさ設問２

せることによって防止できる。例えば，プロセスの開始時に，そのプロセスが必要とする

すべてのリソースの割当てを行うと，２番目の条件が成立しなくなり，デッドロックは発

25 生しなくなる。しかし，こうしたデッドロックの防止策は，使用可能なリソースがあって
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も割当てを行わないなど，リソースの効果的使用を妨げたり，システムのスループットを

。 ， ，低下させたりする可能性がある そこで 四つの発生必要条件に対する防止策は講じずに

デッドロックを回避する方法を考えた。

あるプロセスからのリソース要求があったとき，そのリソースを割り当てた後のすべて

5 のプロセスに対するリソースの割当て状態（現在の割当て状態という）を考える。リソー

スの割当てを行ったとき，現在の割当て状態から，すべてのプロセスが完了できることを

示せば，デッドロックは回避できる。そこで，まず現在の割当て状態で，残っているリソ

ースを使えば完了まで実行できるプロセスを探す。完了できるプロセスがないときは，デ

ッドロックが発生する可能性がある。完了できるプロセスがあるときは，完了したプロセ

10 スがリソースをすべて返却するものとし，その返却によって完了できるプロセスを探す。

こうして，すべてのプロセスが完了できれば，現在の割当て状態ではデッドロックが発生

せず安全である。安全かどうかは，すべてのプロセスが完了できるか否かであり，プロセ

スの完了順序は問題としない。

こうした考えを基に，現在の割当て状態が安全かどうかチェックする図２の流れ図を作

15 成した。図中の書き方にならって［ ａ ［ ｂ ］に入れる適切な字句を答えよ。］，

〔図の説明〕

・プロセスの数は，Ｎ個である。

・リソースの種類は，１種類である。

・最大リソース数とは，システムが保有しているリソースの数である。

20 ・最大要求数とは，各プロセスが実行過程で必要とするリソースの数である。プロセ

スが段階的にリソースを要求する場合は，それらの合計を指す。実行途中でのリソー

スの返却は考えない。

・割当て済み数とは，各プロセスに既に割り当てられているリソースの数である。

・現在の割当て状態は，各プロセスへの割当て済み数として与えられる。

1K1-12A.jtd

第１種午後 平成１２年春



- 30 -

1K1-12A.jtd

第１種午後 平成１２年春



- 31 -

リソースの割当て状態が安全かどうかは，図２の手順で求められることが分かっ設問３

た。図２ではリソースが１種類であったが，リソースの種類が複数あっても，同様の方法

で割当て状態が安全かどうかをチェックすることができる。リソースがＲ１～Ｒ４の４種

類あり，各々の最大リソース数は，表１のとおりとする。各プロセスが必要とするリソー

5 スの最大要求数は表２のとおりとする。

ここで，プロセスからの使用要求に応じてリソースを割り当ててみたところ，表３のよ

うになった。この割当て状態が安全な状態であることをプロセスが完了する順序で示せ。

例えば，表３の状態からプロセスが，Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５の順で完了するなら

ば，Ｐ１→Ｐ２→Ｐ３→Ｐ４→Ｐ５と書く。

10

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

９ ７ ５ ６

【表１ 最大リソース数一覧表】

15 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

Ｐ１ ３ ４ ２ ４

Ｐ２ ２ ２ ３ １

Ｐ３ ４ １ ３ ５

Ｐ４ ２ ４ ２ ３

20 Ｐ５ ０ ３ １ ２

【表２ 最大要求数一覧表】

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

Ｐ１ １ ４ ０ １

25 Ｐ２ ２ １ ２ ０

Ｐ３ ３ ０ ０ ３

Ｐ４ １ ０ １ ０

Ｐ５ ０ ０ ０ １

【表３ 現在の割当て数一覧表】

30

リソースの割当て状態が安全かどうかをチェックしてデッドロックを回避する方設問４

， ， 。法では リソース割当て時に毎回このチェックを行う必要があり 計算コストが高くつく

そこで，前述のデッドロックの防止策や回避策はとらずに，プロセスの実行状態などから

デッドロックが発生していると考えられるときに，資源グラフを作成し，それを簡約化で

35 きるかどうかによってデッドロックの検出を行うことにした。検出されたならば，原因と

なっているプロセスを強制終了させるなどの方法によって解消することができる。

図３に資源グラフの例を示す。円はプロセスを示し，四角はリソースを示す。四角の中

の黒丸は，同種のリソースの数を示す。一つの辺（矢印）は，一つのリソースの要求中又

は使用中を示す。資源グラフの簡約化とは，要求をすべて満たすことが可能なプロセスに

40 対して，そのプロセスを始点あるいは終点とする辺をすべて削除することをいう。
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， ， 。 ，図３の①は 簡約化ができないので デッドロックが発生していることが分かる ②は

Ｒ２のリソースを一つ増やしたものである。②の場合，Ｐ１の実行が可能な状態であり，

Ｐ１に関する簡約化が行える。その結果，Ｐ２の実行が可能となり，Ｐ２に関する簡約化

が行え，最終的にデッドロックが発生していないことが分かる。簡約化は，プロセスの実

5 行順序やリソースの割当て順序を考えずに行う。

， ， （ ， ，対象としているシステムは ３種類のリソースを有しており 各リソース Ｒ１ Ｒ２

） ， ， 。 （ ，Ｒ３ はそれぞれ同じものが２ ２ ３個ずつある 現在実行中のプロセスは四つ Ｐ１

Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４）あり，各プロセスの状態は次のようになっている。

10 ， ， 。・プロセスＰ１は Ｒ１のリソースを二つ使用中で Ｒ２のリソースを一つ要求している

， ， 。・プロセスＰ２は Ｒ２のリソースを一つ使用中で Ｒ３のリソースを二つ要求している

， ， 。・プロセスＰ３は Ｒ３のリソースを二つ使用中で Ｒ２のリソースを二つ要求している

， ， 。・プロセスＰ４は Ｒ３のリソースを一つ使用中で Ｒ１のリソースを一つ要求している

（１）この状態の資源グラフ（図４）を完成させよ。

15 （２）可能な限りの簡約化を行い，デッドロックを発生させているプロセスをすべて答え

よ。
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問１２ システムの評価に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

Ｎ社では，社内情報を共有するシステムの構築を進めている。性能を評価するために，

このシステムで採用予定のハードウェアを用いて性能評価試験を行った。

ハードウェアの構成は図１のとおりである。このサーバには，本体内にＯＳやプログラ

5 ムを格納する内蔵ディスクがあり，共有情報を格納するディスク１台が外部に接続されて

いる。このシステムは，ユーザからの問合せ時に外部ディスクに１回アクセスして応答す

る。一つの問合せについて性能を測定したところ，表１のとおりの結果となった。次に，

複数台のＰＣから同時に問合せするテストを実施したところ，応答時間が急激に増加する

現象が発生した。

10 そこで，外部ディスクを増設してデータを分散させ，図２の構成に変更することを計画

した。サーバ本体や外部ディスクが故障した場合は，表２に示す方法によって予備部品に

交換して対応する予定である。サーバ本体及び外部ディスクの平均故障間隔と平均修理時

間は表３のとおりである。

サーバ本体内での処理と外部ディスクへのアクセス処理における平均待ち時間の計算に

15 は，それぞれ独立したＭ／Ｍ／１の待ち行列モデルを仮定する。平均応答時間は，サーバ

本体内での処理及び外部ディスクへのアクセス処理時間を個々に算出して，加算すればよ

いものとする。

20

故障箇所 対処方法

サーバ本体 サービスをいったん停止し、内部構成が同じ予備のサ

（外部ディスク装置以外） ーバに交換した後、それまで使用していた外部ディスク
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を接続してサービスを開始する。

外部ディスク装置 サービスをいったん停止し、該当の故障ディスクを予

備のディスクに交換した後、該当のディスク用のデータ

を外部媒体からロードしてサービスを再開する。

5

【表２ 故障時の対処方法】

箇所 平均故障間隔 平均修理時間

サーバ本体 ４，０００時間 １．０時間

10 外部ディスク装置 ８，０００時間 ４．０時間

【表３ システム構成要素の信頼度】

平均修理時間は，サービスを停止してから再開するまでの時間を平均したものである。

外部ディスクの平均修理時間は，ディスク交換作業１時間とデータロード作業３時間の合

15 計である。

図１の構成のシステムに関して，次の問いに答えよ。設問１

（１）このシステムへのアクセス頻度を２４件／秒とすると，平均応答時間は何ミリ秒と

なるか求めよ。答えは小数第１位を四捨五入して整数で求めよ。

20 （２）表３に基づいて，このシステムの稼働率を求めよ。答えは小数第５位を四捨五入し

て小数第４位まで求めよ。

図２の構成のシステムに関する次の記述中の［ ａ ］～［ ｅ ］に入れる適設問２

切な字句を問題文中の字句を用いて答えよ。

25 ディスクを複数台にしてデータを適切に分散させれば，それぞれのディスクへのアクセ

ス頻度を減らすことが可能である。その結果，ディスク処理での平均［ ａ ］時間が短

くなり，サーバ処理時甲も含めた平均［ ｂ ］時間を短縮することが可能である。

一方，ディスクが複数台になることによって，外部ディスクも含めたシステム全体での

平均［ ｃ ］は短くなる。しかし，１台当たりのデータ量が小さくなるので，表２で述

30 ［ ］ 。 ， ［ ］べられている ｄ する時間を短縮することが可能である このため 平均 ｅ

時間は短縮される。

３台のディスクへデータ量が均等になるようにデータを分散したところ，３台の設問３

ディスクへのアクセス頻度は３：２：１の割合となった。次の問いに答えよ。

35 （１）データロード時間がデータ量に比例するものとして，外部ディスクの平均修理時間

を求めよ。

（２）ディスクが１台でも故障した場合には，表２の方法で修理を行う。この場合のサー

バの稼働率を求めよ。答えは小数第５位を四捨五入して小数第４位まで求めよ。

（３）このシステムへのアクセス頻度を２４件／秒とすると，平均応答時間は何ミリ秒と

40 なるか求めよ。答えは小数第１位を四捨五入して整数で求めよ。

1K1-12A.jtd

第１種午後 平成１２年春



- 35 -

問１３ マイコンを応用した１気筒４サイクルエンジンの制御に関する次の記述を読ん

で，設問１～３に答えよ。

〔エンジンの動作概要〕

図１に４サイクルエンジンの動作を示す。４サイクルエンジンは，次に示す吸気行程と

5 圧縮行程，膨張行程，排気行程の４行程を繰り返すことによって回転する。この一連の動

作によってエンジンのクランク軸は２回転する。

（１）吸気行程

ピストンが一番上にある状態（上死点）から降下し，ガソリンの混合した空気を吸入す

る。このとき，吸気バルブは開いている。

10 （２）圧縮行程

ピストンが上昇し，吸入した空気を圧縮する。このとき，吸気及び排気バルブは閉まっ

ている。

（３）膨張行程

点火プラグを点火することによってガソリンの混合した圧縮空気が燃焼し，燃焼した空

15 気が膨張することによってピストンを降下させる。このとき，吸気バルブ及び排気バルブ

は閉まっている。

（４）排気行程

ピストンが上昇し燃焼した空気を排出する。このとき，排気バルブは開いている。

20

〔エンジンの制御システム〕

図２にエンジン制御システムの構成を，表１にシステム構成要素の働きを，表２にセン

サの機能を示す。図２の割込みコントローラには，回転角センサからの割込み要求とタイ

マからの割込み要求が接続されている。それらの割込みに優先度の設定が可能である。
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構成要素 働き

タイマ 設定時間が経過すると、割り込み要求が発生し、タイマは停止する。タ

5 イマ

は１０進５けたのカウンタで構成されており、カウントダウン周波数は

１ＭＨｚである。

カウンタ １ＭＨｚのクロックを計数する１０進５けたのアップカウンタである。

出力ポート １を０．３ミリ秒間出力している間、点火プラグが点火する。

10 【表１ システム構成要素の働き】

種類 機能

回転角センサ クランク軸が上死点と上死点から９０度、１８０度、２７０度回転し

たとき、割

15 り込み要求を出力する。

上死点センサ クランク軸が上死点のとき、１を出力する。

パルプセンサ 呼気パルプと排気パルプの両方を閉じているとき０を出力し、そのほ

か

のとき１を出力する。

20 【表２ センサの機能】

〔点火時期の制御方法〕

（１）回転数の算出方法

クランク軸の１分当たりの回転数（以下，回転数という）は，クランク軸が排気行程と

25 吸気行程の間の上死点から１８０度と２７０度回転したときに発生する回転角センサ割込

みの間隔を計測して算出する。

（２）点火時期の算出

本システムでは，回転数に応じて点火時期を表３のように変化させる。排気行程と吸気

行程の間の上死点から，上死点を含めず３回目の回転角センサ割込み（クランク軸が上死

30 点から２７０度回転したとき）の処理で点火時期を算出する。算出した点火時期に達した

ら，出力ボートに１を出力する。

回転数 点火プラグの点火時期
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１０００回転／分未満 圧縮と膨張行程の間の上死点

１０００回転／分以上４０００回転／分未 圧縮と膨張行程の間の上死点より０．４ミ

満 リ秒前

４０００回転／分以上 圧縮と膨張行程の間の上死点より０．８ミ

5 リ秒前

【表３ 回転数と点火時期の関係】

（３）点火時期の制御方法

図３に本システムの回転角センサ割込み処理とタイマ割込み処理の流れ図を示す。回転

10 角センサ割込み要求の発生から回転角センサ割込み処理でタイマが起動されるまでに０．

１ミリ秒かかる。ここで，回転角センサ割込みとタイマ割込みは同じ優先度に設定してあ

る。ＲＴＩＭＥはタイマの設定値算出に使用する変数であり，ＣＹは回転角センサ割込み

回数の計数に使用する変数で，初期値は０である。

15

図３の回転角センサ割込み処理の流れ図中の［ ａ ［ ｂ ］に入れる適設問１ ］，

切な字句を，それぞれ２５字以内で答えよ。
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次の記述中の［ ｃ ［ ｄ ］に入れる適切な数値を答えよ。答えは小数設問２ ］，

第１位を四捨五入して整数で求めよ。

， 。 ［回転角センサ割込み処理で カウンタを読み取った値が５０００であった 回転数は

5 ｃ ］回転／分である。この回転数のときにタイマに設定する値は ［ ｄ ］である。，

ここで，回転角センサ割込み要求が発生してからタイマが起動されるまでの時間が０．１

ミリ秒であることに注意して計算せよ。

次の記述中の［ ｅ ］～［ ｇ ］に入れる適切な字句を，それぞれ２０字以設問３

10 内で答えよ。

本システムのプログラムをデバック中に，オシロスコープで出力ポートと回転角センサ

信号を確認していたところ，１０００回転／分以上のとき出力ボートの出力時期は正常で

あったが，１０００回転／分未満では，出力ボートの出力時期がときどき遅れるという現

象を発見した。この現象を調査した結果，次のことが判明した。

15 （１）回転数とタイマ設定値の関係は表３のとおりであった。

（２）センサなどのハードウェアはすべて正常であった。

（３）１０００回転／分未満のとき，タイマ割込み要求と回転角センサ割込み要求が重な

っていた。

20 これらのことから原因は ［ ｅ ］の直前に［ ｆ ］が発生し ［ ｅ ］処理の， ，

。 ，［ ］ 。開始が遅れたためである そこで ｇ ことによって問題が発生しないようにした

25
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【解答】

問１

設問 コネクションレス型通信またはデータグラム型通信1
2 18% 3 14%設問 設問

5

問２ 設問 ｎ：４1 a:
ｎ＋１→ｎb:
()→ ()c: X i Y p
または → ()h Y p

10 設問 設問 ( )→ ()2 79% 3 d: Y p-1 X i

問３

1設問

15 設問 ()イ ()追加項目名：単価 追加先：注文明細テーブル2 1 2
3 4 a: A b: NOT EXISTS設問 伝票番号，注文番号 設問

問４

1設問

20

設問 キャンセル 入金完了 発券完了2 a: b: c:
3 d: 1,0,0,1 e: 1,0,0,0設問

25 問５

設問 ( ) 設問 エ1 2p-p 22 2
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3 D A C B設問 ① ② ③ ④

問６

1設問

5

設問 日 設問 (万円) (万円) (万円) (日)2 20 3 a: 215 b: 15 c: 5 d: 14
設問 のテスト 日間 追加費用 万円4 G 1 25

問７

10 1設問

ワクチンソフトa:
パターンファイル自動更新機能b:
パターンファイルc:
パターンファイル配布用サーバd:

15 ログe:
2設問

() 内部メールサーバ1
() ワクチンソフトを外部からの攻撃から守るため。2 1.

社外・社内メールの両方をチェックできるため。2.
20

問８ 設問 (ミリ秒)1 a: 1
設問 以上 実行可能状態2 b: wai_flg c: 0 d: 0 e: 1 f:

1問９ 設問

25

設問 システム難易度(複雑さ) 設問 設問 要求仕様欠陥発見率2 3 83.9% 4
設問 工数比率が基準値を下回って成果物完成度の の条件を満たさなくなるた5 R , AND
め。
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問 設問 () 履修科目表 履修届表10 1 1 a: b:
学生表 学部学科表c: d:
() 件2 620,150

5 2設問

() 履修届表に学生名と学部学科名を付加する。1
() 履修届表の学生名と学部学科名称は学期の途中に変更の必要性がない。2

3設問

() 履修届表，履修科目表1 FROM
10 () 回2 300,500

問 設問 ⑦ 設問 使用可能数 使用可能数＋割当て済み工数[]11 1 2 a: b: I
3 P2 P5 P3 P1 P4設問 → → → →

4設問

15 ()1

2 P2 P3() ，

12 1 1 1063 2 0.9993問 設問 () ミリ秒 ()

20 設問 待ち 応答 故障間隔 データを外部媒体からロード 修理2 a: b: c: d: e:
設問 () 時間 () () ミリ秒3 1 2 2 0.9990 3 129

問 設問 →タイマ13 1 a: CY=3 b: RTIME-500
2 c: 3,000 / d: 4,500設問 回転分

25 設問 タイマ割込み3 e:
回転角センサ割込みf:
タイマ割込みの優先度を高くするg:


